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月
会

３
例

令 和
３ 年

定
・行政報告（町長）
・行政事務報告（副町長）
・教育行政報告（教育長）
・各会計補正予算９件
・条例改正10件
・町行政執行方針
・教育行政執行方針

・令和3年度各会計予算９件
・令和3年度予算関連議案4件
� ※上記2件一括上程
・一般質問（６名）
・予算審査特別委員会（２日間）
・予算審査特別委員長報告

３月 10~19 日（10 日間）の内容

今
後
の
雄
武
町
国
民
健
康
保

険
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

・
内
科
常
勤
医
の
着
任
に
つ
い
て

・
専
門
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

Ｑ溝田　沢木・元沢木地区避難体験、参加人数
が広報紙では 21人、今回報告で 38人。どの
ような理由があるのか。その運営計画、内容等
を説明願いたい。
Ａ住民生活課長　自治会の地域住民参加者は
21人、今回報告は関係機関の参加人数や役場
職員数を含めた数字であるため数字がかい離し
ている。コロナ禍で大規模に人を集めることは
できないため、少人数で行える事業とした。訓
練ではなく、あくまでも避難所運営体験。訓練
ではないので開始時刻を事前に周知し、それぞ
れで集合してもらう形を取った。

Ｑ嶋村　職員が 21人不足している現状。次年
度の採用状況等を知りたい。
Ａ総務課長　令和３年度採用は一般事務職４
人、保育士4人、社会教育主事・土木技師・保
健師・介護支援専門員・図書館司書・病院事務
職員・社会福祉士各 1人を募集している。こ
のうち一般事務職員 2人、社会教育主事 1人、
介護支援専門員 1人、病院事務職員 1人は採
用決定。その他は採用に向けて事務を進めてい
る状況。

Ｑ嶋村　ゲートボール場として元弓道場も利用
しているが、2か所使う必要性はあるのか。で
きれば1か所をパークゴルフ練習用に使いたい
という声がある。

他にも部活等への利用など、ゲートボール以外
の利用についての考えは。
Ａ保健福祉課長補佐　理由は弓道場の利用減に
よるもので、施設の有効活用を考えたもの。そ
の他団体についてはこれまでに申し出がなかっ
た。ゲートボール協会とも協議の上、検討して
いきたい。

Ｑ遠藤　中小企業等振興助成金交付金の決定済
み内訳、事業内容を知りたい。
Ａ産業振興課長　水産加工場における外国人
技能実習生の宿舎、加工場の機械、生産性向上
のための助成金などに使われる交付金。新設
1500万円限度 500万円補助、改修 200万円
限度。商品の新開発 1500 万円限度 500 万円
補助。7件の内訳は加工場の従業員宿舎、鉄工
場の機械購入、不動産関係の建物改修、種苗関
係会社の機械購入など。

Ｑ栁原　　除雪費、1151時間ほど多くかかっ
ている。補正を組まなくても対応できるのか。
Ａ建設水道課長　当初 2200 時間の予算計
上、予算6688万円。２月末までの稼働時間は
2700時間で 500時間ほどオーバーしている。
３月末までの実績をまとめ専決処分にて補正す
る予定。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
対
策
本
部
会
議

　

第
16
回
（
３
月
５
日
）

・
北
海
道
の
集
中
対
策
期
間
終
了

に
伴
う
町
の
対
応
に
つ
い
て

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て

◎
予
防
接
種
の
実
施

・
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
指
示

に
つ
い
て
（
対
象
者
、
期
間
、

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
）

・
本
町
の
予
防
接
種
実
施
に
つ
い

て
（
実
施
主
体
、
予
防
接
種

実
行
者
（
医
療
機
関
）、
接
種

体
制
、
接
種
会
場
等
）

　

行政事務報告に対する 質 疑 応 答

行
政
報
告
（
石
井
町
長
）
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令和 3 年度各会計予算の総括

区 分
令和3年度
当初予算額

令和２年度
当初予算額

比　　　　較

増減額 増減率

一 般 会 計 58億8500万円 55億9600万円 2億8900万円 5.20%

国民健康保険事業特別会計 7億2456万9千円 6億9921万5千円 2535万4千円 3.60%

簡 易 水道事業特別会計 3億5471万円 3億8773万2千円 －3302万2千円 －8.5%

公共下水道事業特別会計 4億699万円 8億3694万1千円 －4億2995万1千円 －51.4%

介 護 保険事業特別会計 5億494万2千円 4億8437万円 2057万2千円 4.20%

介護サービス事業特別会計 5256万5千円 8528万2千円 －3271万7千円 －38.4%

後期高齢者医療事業特別会計 7479万円 7293万4千円 185万6千円 2.50%

介護老人保健施設事業特別会計 1億5976万円 1億4137万4千円 1838万6千円 13.00%

国民健康保険病院事業会計(※) 7億8728万8千円 7億9261万7千円 －532万9千円 －0.7%

合 計 89億5061万4千円 90億9646万5千円 －1億4585万1千円 －1.6%

※企業会計（国民健康保険病院事業会計）の額は収益的支出と資本的支出の合計額

◎一般会計……町税、地方交付税、国庫補助金など税金をおもな収入源として町民に

　　　　　　　関わる経費を賄う会計

◎特別会計……水道や下水道、国民健康保険など利益を受ける人たちがそれに関わる

　　　　　　　経費を負担する会計
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令
和
３
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
約
）

　

予
算
関
連
議
案
４
件
並
び
に
令

和
３
年
度
予
算
案
９
件
に
つ
い

て
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お

け
る
審
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
算
関
連
議
案
４
件
、
並
び

に
一
般
会
計
58
億
８
５
０
０
万

円
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
と

の
合
計
30
億
６
５
６
１
万
４
千

円
と
を
合
わ
せ
た
総
額

89
億
５
０
６
１
万
４
千
円
の
予
算

案
９
件
に
つ
い
て
の
審
査
を
終
了

し
、
採
決
の
結
果
、
予
算
に
関
連

す
る
議
案
４
件
及
び
令
和
３
年
度

の
予
算
案
９
件
の
計
13
件
に
つ
い

て
は
「
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
審
査

に
当
た
り
、
特
に
意
見
の
多
か
っ

た
事
項
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
意

見
を
付
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 
審
査
意
見 

①
遠
隔
地
通
院
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

ニ
ー
ズ
調
査
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
内
容
の
決
定

に
際
し
重
要
な
判
断
と
な
る
で
あ

ろ
う
「
町
民
が
望
む
こ
と
」
を
的

確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
調
査
内
容
の
精
査
に
意
を
配

す
る
と
と
も
に
、
早
急
に
ニ
ー
ズ

調
査
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
新
た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
い

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
に

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
生
活
様
式
の
変
化

等
に
よ
り
影
響
を
受
け
ら
れ
た
事

業
者
及
び
町
民
に
対
し
、
緊
急
的

な
経
済
支
援
が
施
さ
れ
て
き
た

が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
中
長
期

的
な
視
野
の
も
と
、
適
宜
効
果
的

な
経
済
的
支
援
の
実
行
に
意
を
配

さ
れ
た
い
。

③
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
に

つ
い
て

　

多
種
多
様
な
事
業
内
容
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、税
活
用
に
よ
り
、

森
林
施
業
の
充
実
・
担
い
手
の
確

保
・
木
材
利
用
の
促
進
や
森
林
が

有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
等
に

つ
い
て
の
普
及
啓
発
が
図
ら
れ
も

の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

恒
久
的
な
つ
く
り
育
て
る
林
業
全

般
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
雄
武
高
等
学
校
卒
業
生
奨
学
金

及
び
就
学
貸
付
金
に
つ
い
て

　

本
事
業
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

連
帯
保
証
制
度
・
大
学
進
学
に
関

す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
な
ど
、
利

用
者
に
と
っ
て
負
担
感
が
大
き
く

活
用
し
づ
ら
い
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
元
に
残
っ
て
就
職
す

る
者
へ
の
経
済
的
支
援
が
不
備
で

あ
り
、
根
本
的
な
制
度
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
雄
武
高
等

学
校
の
存
続
対
策
と
考
え
る
な
ら

ば
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
想
定

し
た
教
育
課
程
の
編
成
・
義
務
教

育
か
ら
の
応
用
学
力
向
上
の
醸
成

を
見
据
え
た
基
礎
学
力
の
定
着
に

意
を
配
し
た
総
合
的
な
施
策
の
展

開
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

経
営
に
つ
い
て

　

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

は
、
今
後
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
展
さ
れ
る
と
予
想

さ
れ
る
中
、
町
民
が
享
受
す
べ
き

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治

体
直
営
病
院
と
し
て
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
医
療
の
質
の
維
持
向
上

の
た
め
の
設
備
投
資
が
必
要
と
な

る
中
、
導
入
コ
ス
ト
の
低
減
や
職

員
の
コ
ス
ト
意
識
の
向
上
な
ど
を

図
り
、
経
費
抑
制
に
努
め
て
い
る

姿
勢
は
評
価
す
る
が
、
毎
年
度
、

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ

を
受
け
て
お
り
、
結
果
と
し
て
経

営
を
健
全
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

３
月
か
ら
新
た
な
内
科
常
勤
医

師
が
着
任
さ
れ
、
医
療
体
制
の
強

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
料
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
医
療
相
談
体
制

の
充
実
等
に
よ
り
町
民
が
気
軽
に

受
診
す
る
こ
と
に
よ
る
外
来
受
診

の
増
、
訪
問
診
療
、
診
療
報
酬
を

見
据
え
た
検
査
、
未
収
金
の
早
期

回
収
に
よ
り
医
業
収
益
等
確
保
に

意
を
配
し
、
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
地
域
医
療
提
供
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
19
日

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

嶋　

村　

義　

文
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町
長
の
職
務
に
つ
い
て

最
近
の
報
道
等
に
つ
い
て

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

雄
武
町
総
合
計
画
に

つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て

問質般一
■ 栁原　浩之 議員

□ 総務課長

勤怠管理システムの導入経緯と現状は

正確な勤務時間を把握するため導入した

問　

町
長
の
答
弁
や
行
動
を
見

て
き
て
職
務
を
分
析
し
て
い
な

い
の
で
は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

町
長　

通
常
の
町
長
と
し
て

の
職
責
は
全
う
し
て
い
る
。

問　

行
政
執
行
方
針
を
聞
い
て

も
熱
意
・
誠
意
が
伝
わ
ら
な
い

無
駄
な
75
分
で
あ
っ
た
が
。

町
長　

自
分
の
思
い
を
伝
え

た
通
り
で
あ
り
無
駄
で
は
な
い
。

問　

過
去
５
年
間
の
測
量
関
係

の
入
札
は
す
べ
て
石
井
測
量
株

式
会
社
が
１
回
入
札
で
落
札
し

て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

建
設
水
道
課
長
　

指
名
選
考

委
員
会
で
入
札
登
録
さ
れ
て
い

る
業
者
か
ら
選
び
、
入
札
を

行
っ
て
い
る
。
選
考
業
者
は
地

元
業
者
を
優
先
。
結
果
、
石
井

測
量
が
落
札
し
た
。

問　

事
後
公
表
の
札
入
れ
を
し

て
最
後
に
入
札
金
を
確
認
す
る

の
は
誰
か
。

町
長　

最
後
の
札
を
つ
く
の

は
私
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

入
札
の
値
段
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

町
長　

各
事
業
の
金
額
を
全

部
い
ち
い
ち
覚
え
て
は
い
な
い

が
一
応
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い
る
。

問　

高
速
医
療
バ
ス
つ
い
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

新
年
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
令
和
４
年
に
運
行

目
指
し
業
務
を
こ
な
し
て
い
く
。

問　

高
校
存
続
問
題
で
条
例
の

効
果
が
な
く
入
学
予
定
者
が
18

名
で
あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

雄
武
高
校
存
続
対
策

協
議
会
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

対
策
を
考
え
て
い
く
。

問　

防
災
会
議
へ
の
女
性
の
登

用
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

募
集
し
て
女
性
が
い

な
け
れ
ば
役
場
の
担
当
係
長
等

を
登
用
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

す
る
た
め
導
入
し
た
。
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
職
員
の
勤
務
状

況
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。

問　

導
入
し
て
か
ら
問
題
点
は
。

総
務
課
長
　

シ
フ
ト
制
職
員

の
入
力
作
業
が
煩
雑
で
一
部
の
手

続
き
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
。

問　

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　

時
間
外
勤
務
伺

を
出
さ
な
い
と
役
場
に
滞
在
し

た
り
登
庁
で
き
な
い
。
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長　

ロ
ー
リ
ン
グ
の
時
の

資
料
が
沢
山
あ
り
職
員
は
大
変

で
あ
る
。
今
後
内
部
協
議
を
行

い
検
討
を
進
め
た
い
。

問　

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
経
緯
と
現
状
は
。

総
務
課
長
　

以
前
は
各
課
ご

と
の
出
勤
簿
に
押
印
の
み
で
あ

り
出
退
時
間
が
不
明
で
あ
っ

た
。
正
確
な
勤
務
時
間
を
把
握

問　

ロ
ー
リ
ン
グ
で
新
規
事
業

が
出
て
く
る
の
は
な
ぜ
か
。

副
町
長　

必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
出
て
き
た
実
施
の
必
要
性

の
あ
る
事
業
を
実
効
性
も
踏
ま

え
追
加
登
載
し
た
認
識
で
あ
る
。

問　

総
合
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ

に
使
っ
て
い
る
職
員
の
労
力
を

他
の
違
う
方
向
へ
使
う
考
え
は
。

問　

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
の
前
澤
前
社
長

か
ら
の
500
万
円
の
寄
附
の
運
用

予
定
は
。

町
長　

海
外
交
流
の
交
換
留

学
の
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
。

問　

稲
田
衆
議
院
議
員
へ
雄
武

町
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
町
長
の
自
家

製
イ
チ
ゴ
を
贈
っ
た
真
意
は
。

町
長　

深
い
意
味
は
な
く
、

お
昼
に
来
て
時
間
の
関
係
で
食

べ
ら
れ
な
い
の
で
渡
し
た
。



6議会だより　№174

問質般一
■ 佐藤　寧 議員

□ 財務企画課長

ふるさと納税、独自サイト作成の予定は

将来効果的に機能するものであれば検討したい

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

使
い
道
は
今
後
変
わ
っ
て
い
く

可
能
性
が
あ
る
の
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
見
え
る

事
業
の
取
り
組
み
も
具
体
的
に

や
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

募
集
す
る
際
の
工
夫
は
。

財
務
企
画
課
長
　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
が
非
常
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
か
ら
始
め
、
楽
天
ふ

る
さ
と
納
税
、
さ
と
ふ
る
を
開

設
し
、
期
待
以
上
の
寄
附
額
増

額
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
当
額

が
多
い
事
業
は
。

財
務
企
画
課
長
　

寄
附
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た

額
を
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
積

み
立
て
し
、
子
育
て
支
援
、
小

中
学
校
の
図
書
整
備
、
小
学
校

の
パ
ソ
コ
ン
整
備
や
環
境
整
備

工
事
、
学
校
給
食
の
無
料
化
の

事
業
の
た
め
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

問　
（
昨
年
１
月
に
行
わ
れ
た
主

張
発
表
会
で
の
当
時
小
６
の
栗

山
朔
乙
君
の
主
張
を
読
ん
だ
後

に
）
12
歳
の
少
年
少
女
た
ち
が

20
年
先
を
見
据
え
、
ふ
る
さ
と

雄
武
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
町
民
の

念
願
。
そ
れ
に
よ
り
世
代
を
超

え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
子
ど
も

は
お
年
寄
り
へ
の
敬
意
が
生
ま

れ
、
ま
た
お
年
寄
り
は
子
ど
も

達
か
ら
元
気
と
い
う
生
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
。
再
度

質
問
す
る
が
、
令
和
３
年
度
も

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
使
途
は
同

様
の
方
法
で
行
う
予
定
な
の
か
。

町
長　

１
回
で
全
部
や
れ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
頼
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
ハ
ー
ド
の
事
業
に
も

使
え
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。
今
回
ふ
る
さ
と
納
税

の
サ
イ
ト
を
増
や
す
検
討
も
し

て
お
り
、
そ
れ
も
併
せ
て
考
え

て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
た
め
の

雄
武
独
自
の
特
設
サ
イ
ト
を
作

る
予
定
は
あ
る
か
。

財
務
企
画
課
長
　

今
の
段
階

で
特
設
サ
イ
ト
開
設
は
考
え
て

い
な
い
が
、
将
来
効
果
的
に
機

能
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
長
が
考
え
る
ふ
る
さ
と

納
税
額
の
見
込
み
は
。

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄

附
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
交

流
人
口
も
含
め
て
増
や
し
て
い

き
た
い
。
私
の
個
人
的
な
目
標

で
は
あ
る
が
20
億
円
ぐ
ら
い
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
８
億
円
程
度

町
と
し
て
お
金
を
使
え
る
の
で

ハ
ー
ド
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

２
月
16
日
17
日
の
暴
風
雪

に
よ
る
学
校
の
臨
時
休
校
の
基

準
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

教
育
長　

荒
天
時
の
臨
時
休

校
の
判
断
は
雄
武
中
学
校
長
が

窓
口
と
な
り
各
小
学
校
長
と
調

整
を
図
り
、
教
育
委
員
会
と
協

議
し
て
朝
６
時
頃
に
最
終
判
断

を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
集

団
下
校
も
同
様
。
判
断
基
準
は

特
に
定
め
て
い
な
い
が
、
気
象

情
報
や
当
日
の
天
候
状
況
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
安
全
性
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
児
童
生
徒

の
登
下
校
の
安
全
を
考
慮
し
て

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

問　

当
日
の
対
応
が
非
常
に
粗

末
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
い
る
が
、そ
の
点
は
ど
う
か
。

教
育
長　

16
日
は
暴
風
警

報
、
17
日
は
暴
風
注
意
報
が
発

令
さ
れ
、
結
果
と
し
て
17
日
の

方
が
荒
天
で
あ
っ
た
。
判
断
が

甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
回
の
件
を
教
訓
と
し
て

気
象
情
報
等
を
注
視
し
児
童
生

徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
適

切
に
判
断
し
た
い
。
ま
た
先
生

の
対
応
に
よ
っ
て
は
保
護
者
に

不
快
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
も

多
々
聞
い
て
い
る
の
で
、
普
段

か
ら
教
育
委
員
会
と
し
て
も
誤

解
を
招
く
言
動
な
ど
は
厳
に
慎

む
よ
う
に
伝
え
、
校
長
会
に
お

い
て
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に

つ
い
て

暴
風
雪
等
に
よ
る
学
校
の

臨
時
休
校
の
基
準
に
つ
い
て
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雄
武
町
文
教
地
区
基
本

構
想
策
定
事
業
に
つ
い
て

風
の
丘
公
園
・
健
康
の
森
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

つ
い
て

問質般一
■ 嶋村　義文 議員

□ 町長

風の丘公園、健康の森、相当荒れている

風の丘公園はスキー場特化へ、健康の森は整備進める

問　

雄
武
町
文
教
地
区
基
本
構

想
策
定
作
業
が
新
た
に
総
合
計

画
に
入
り
ま
し
た
が
、
経
過
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

小
学
校
・
中
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
、
築
後

40
年
近
い
建
物
が
集
中
し
、
今

後
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
施
設

整
備
を
点
で
捉
え
る
の
で
は
な

く
総
合
的
な
観
点
で
進
め
る
べ

く
基
本
構
想
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

問　

基
本
構
想
策
定
に
向
け
過

去
の
５
期
総
合
計
画
で
の
中
学

校
の
大
規
模
改
修
の
立
ち
消

え
、
現
在
進
行
中
の
教
育
施
設

長
寿
命
化
計
画
等
、
過
去
の
政

策
の
総
括
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

古
い
施
設
を
部
分

的
に
直
し
て
も
き
り
が
な
い
。

総
合
的
に
考
え
、
本
当
に
望
ま

し
い
も
の
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　

小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校

に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
議
会
で

議
論
し
て
い
ま
す
が
、小
学
校・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
改
修
す
る
考

え
で
す
か
。

町
長　

小
中
一
体
校
と
い
う

考
え
で
学
校
は
１
校
で
小
学

生
・
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で
学

ぶ
と
い
う
考
え
で
す
。

問　

小
学
校
・
中
学
校
ど
ち
ら

か
１
校
に
特
化
す
る
考
え
で
す

か
。町

長　

１
校
に
し
て
そ
れ
を

建
て
替
え
る
と
い
う
考
え
で
す
。

問　

風
の
丘
公
園
・
健
康
の
森

に
つ
い
て
施
設
が
相
当
荒
れ
て

き
て
、
当
初
の
設
置
目
的
と
か

け
離
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る

が
。町

長　

風
の
丘
公
園
は
ス

キ
ー
場
に
特
化
す
る
し
か
な
い

と
い
う
認
識
で
す
。
健
康
の
森

に
つ
い
て
は
整
備
を
進
め
て
行

く
考
え
で
す
。

問　

小
学
校
・
中
学
校
の
学
校

林
と
し
て
、
子
ど
も
達
が
木
と

親
し
む
活
用
策
を
考
え
て
は
。

町
長　

学
校
に
近
い
と
い
う

こ
と
で
木
育
と
い
う
こ
と
も
考

え
な
が
ら
、
自
然
林
に
近
い
ナ

ラ
と
か
針
葉
樹
、
広
葉
樹
を
植

え
て
い
け
る
よ
う
な
施
設
整
備

を
健
康
の
森
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
き
た
い
。

問　

雄
武
町
で
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
し
て
も
な
か
な

か
来
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状

で
、
現
在
は
観
光
協
会
に
１
名

の
み
で
す
。
石
井
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長　

本
年
、
教
育
委
員
会

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
含
め
３
名

の
協
力
隊
員
の
採
用
が
決
定
し

ま
し
た
。
紹
介
組
織
等
も
活
用

し
な
が
ら
、
も
っ
と
多
く
の
協

力
隊
員
に
来
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
し
ま
す
。

問　

協
力
隊
員
の
採
用
条
件
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

財
務
企
画
課
長
　

身
分
的
に

は
会
計
年
度
任
用
職
員
で
す
。

面
接
し
て
給
与
等
を
相
当
重
視

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
家
賃
助
成
、

資
格
取
得
等
、
給
与
以
外
の
助

成
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
１

名
に
総
務
省
よ
り
交
付
さ
れ
る

金
額
は
440
万
円
、
人
件
費
相
当

分
240
万
円
、
活
動
費
200
万
円
で

す
。
住
民
登
録
し
地
域
貢
献
活

動
に
従
事
し
て
く
れ
て
、
60
％

の
人
が
そ
の
後
定
住
す
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
10
人

で
も
20
人
で
も
募
集
す
る
と
い

う
考
え
を
ぜ
ひ
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

役
場
の
中
で
も
外
部

で
も
、
ど
の
よ
う
な
業
種
に
来

て
い
た
だ
け
る
か
、
も
う
少
し

業
種
の
範
囲
を
広
げ
て
募
集
す

る
よ
う
、
内
部
で
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
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問質般一
■ 福原　峯雄 議員

□ 保健福祉課長補佐

ＰＣＲ検査助成、制度整備が必要では

ワクチン接種事業の進捗を見ながら判断する

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広

が
り
の
中
で
、
そ
の
対
策
を
ど

う
取
る
の
か
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。
特
に
医
療
や
介
護
・
福
祉

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
人

は
、
自
分
が
無
症
状
の
ま
ま
感

染
を
広
げ
な
い
か
と
い
う
不
安

の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
道
内
の
市

町
村
の
中
に
は
感
染
を
早
く
見

つ
け
、
蔓
延
防
止
の
た
め
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
対
す
る
助
成
を

し
て
い
る
市
町
村
も
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
近
隣
で
い
う
と

稚
内
市
や
枝
幸
町
な
ど
で
す
。

雄
武
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
感
染

者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
要

な
制
度
を
整
備
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐　

近
隣
の

市
町
村
で
は
枝
幸
町
と
興
部
町

が
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
両
町
と
も
検
査
が
で
き

る
医
療
機
関
は
町
内
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
背

負
っ
た
上
で
町
外
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
無
症
状
者
へ
の
積
極
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
の
考
え
方
も
あ

る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

進
捗
状
況
や
感
染
状
況
を
見
て

判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

昨
年
の
６
月
議
会
で
、
近

隣
の
遠
軽
町
・
佐
呂
間
町
の
就

学
援
助
基
準
が
生
活
保
護
基
準

の
１・５
倍
ま
で
の
収
入
の
世
帯

を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
、
雄
武
町
で
も
基
準
引
き

下
げ
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
今
年
の
４
月
か

ら
就
学
援
助
基
準
を
生
活
保
護

基
準
の
１・４
倍
の
収
入
の
世
帯

ま
で
広
げ
る
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
就
学
援
助
は
子
ど
も

達
の
学
習
の
平
等
を
目
指
し
た

制
度
で
、
学
用
品
な
ど
の
助
成

や
校
外
活
動
費
な
ど
の
助
成
を

準
要
保
護
の
認
定
基
準
以
下
の

収
入
の
保
護
者
の
対
象
を
広
げ

る
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
必

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

今
回
、
１・
３
倍
か

ら
１・
４
倍
に
改
正
し
た
の
は
よ

り
多
く
の
準
要
保
護
世
帯
に
近

い
世
帯
を
救
お
う
と
い
う
考
え

の
も
と
、
他
町
村
の
状
況
も
見

た
う
え
で
１・
４
倍
と
し
た
も
の

で
す
。
給
食
費
の
無
料
化
な
ど

で
雄
武
町
の
子
育
て
支
援
も
他

町
村
に
比
べ
か
な
り
充
実
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も
併
せ

て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
検
査

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

高
齢
者
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

ホ
テ
ル
日
の
出
岬
の
町
民

還
元
施
策
つ
い
て

就
学
援
助
基
準
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
は
今
ま
で
も
何
度
も
質
問

を
し
、
道
内
の
高
齢
者
施
設
の

視
察
も
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
昨
年
の
６
月
議
会
で
の

私
の
質
問
に
対
し
て
、
町
長
は

「
３
月
議
会
に
は
そ
れ
な
り
の

お
話
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
回
答

を
伺
い
ま
す
。

町
長　

昨
年
行
っ
た
「
高
齢

者
福
祉
計
画
」「
介
護
保
険
事

業
計
画
」の
作
成
に
合
わ
せ
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見

て
考
え
て
い
き
た
い
と
答
弁
し

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
施
設
が
ふ
さ
わ
し

い
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　

ホ
テ
ル
日
の
出
岬
が
町
民

の
福
祉
向
上
を
大
き
な
目
的
の

ひ
と
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ

と
は
今
ま
で
も
何
度
も
質
問
し

て
き
ま
し
た
。
１
階
の
特
殊
浴

場
や
３
階
の
車
い
す
対
応
の
部

屋
な
ど
を
見
れ
ば
そ
の
大
き
な

目
的
が
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、

現
実
に
は
そ
の
経
緯
が
生
か
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
思

い
ま
す
。
町
の
施
策
と
し
て
の

町
民
還
元
政
策
を
考
え
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

町
長　

昨
年
、
ホ
テ
ル
が
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
雄
愛
園

と
協
議
を
し
、
入
浴
と
昼
食

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。今
年
度
、町
と
し
て
も
内
容
・

時
期
も
含
め
て
、
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
た
時
点
に
お
い
て
、
ホ

テ
ル
と
も
協
議
を
進
め
て
、
福

祉
的
な
施
策
を
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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産
業
振
興
に
つ
い
て

沢
木
地
区
旧
海
水
浴
場

前
の
崖
つ
い
て

問質般一
■ 遠藤　友宇子 議員

□ 産業振興課長

動画配信を利用した地場産品ＰＲを

観光協会で作成可能、工夫しながら動画利用

問　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
動

画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。
ま
た
、
今
後
観

光
協
会
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
動
画
配
信
を
し
た
り
、
雇
用

確
保
へ
の
取
り
組
み
を
後
押
し

す
る
お
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長
　

町
と
し
て

も
産
業
団
体
等
か
ら
雇
用
確
保

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
が
あ
れ

ば�

携
わ
っ
て
い
き
た
い
。
動
画

を
利
用
し
た
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ

動
画
も
観
光
協
会
の
方
で
作
成

で
き
る
と
回
答
を
得
て
い
る
の

で
、
工
夫
し
な
が
ら
動
画
を
使

用
し
て
地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

問　

現
在
、
雄
武
高
校
で
は
地

元
食
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
生

徒
と
共
に
商
品
開
発
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
志
を
お
持

ち
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

町
長
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
こ

そ
雄
武
高
校
の
真
な
る
魅
力
づ

く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
や
教

育
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長　

今
の
お
話
、
非
常
に

よ
ろ
し
い
こ
と
だ
な
と
。
学
校

の
魅
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

町
と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

料
理
を
使
っ
て

色
々
さ
れ
て
い
る
の
は
知
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
協
力
者
に
つ

い
て
も
地
元
の
漁
師
の
方
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
け
ど
も
、
新
し
い
商
品
開

発
を
す
る
と
い
う
の
は
全
く
初

め
て
の
話
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
こ
と
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い

事
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
も

し
高
校
が
本
気
で
来
る
の
で
あ

れ
ば
、
う
ち
も
本
気
で
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

町
の
皆
様
も
雄
武
高
校
生

と
先
生
の
取
り
組
み
を
温
か
い

目
で
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

問　

２
月
14
日
に
沢
木
地
区
旧

海
水
浴
場
前
の
崖
の
下
で
道
路

に
縦
横
60
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
が

転
が
っ
て
お
り
、
重
さ
も
私
で

は
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

の
も
の
で
し
た
。
ま
ず
雄
武
町

に
お
い
て
危
険
箇
所
の
点
検
及

び
認
識
と
い
う
の
は
通
常
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長
　

町
道
に
お

け
る
、
道
路
本
体
の
危
険
箇
所

は
こ
の
箇
所
の
み
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
落

石
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
定
期
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
状

況
確
認
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

沢
木
の
旧
海
水
浴
場
前
は

日
の
出
岬
に
向
か
い
散
歩
を
す

る
地
域
住
民
の
方
も
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
通
行
の
際
の

注
意
喚
起
と
今
後
の
町
の
対
応

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た

い
。建

設
水
道
課
長

��

落
石
の
あ
っ

た
箇
所
は
こ
の
後
、
落
石
が
車

道
に
転
が
ら
な
い
よ
う
に
大
型

土
の
う
を
設
置
し
ま
し
た
。
通

行
者
へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
落

石
注
意
の
看
板
を
設
置
予
定
で

す
。今
後
の
抜
本
的
な
対
策
は
、

こ
の
崖
の
一
部
に
は
落
石
防
護

網
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度
予

算
で
こ
の
防
護
網
の
劣
化
等
の

調
査
費
用
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
は
金
網
が
施
工

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
施

工
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
お
け

る
調
査
も
行
え
る
よ
う
調
整
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
調
査
結
果
を
基
に
、
安
全
対

策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
こ
の
ほ
か
に
、
地
域
・
行
政

情
報
の
発
信
方
法
に
つ
い
て
、

雄
武
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
観

光
に
つ
い
て
、
紋
別
空
港
利
用

促
進
事
業
の
更
な
る
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
雄
武
高
等
学
校
卒

業
生
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
質

問
を
し
ま
し
た
。
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問質般一
■ 長野　誠 議員

□ 町長

医師３名体制にする考え、今もあるか

あくまで個人的な意見、３人にしたいと考える

問　

医
師
問
題
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
が
さ
れ
、
東
京
の
塾
が
出
ま

し
た
。
こ
の
塾
と
の
繋
が
り
は

ど
う
い
う
形
で
起
き
ま
し
た
か
。

町
長　

町
長
に
な
る
前
、
私

の
施
設
に
２
年
間
、
10
日
間
ほ

ど
の
宿
泊
で
東
京
か
ら
雄
武
に

子
ど
も
達
を
連
れ
て
き
て
い
る

塾
長
が
、
医
者
を
探
し
て
い
る

と
聞
き
、
お
世
話
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
繋
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

問　

医
師
３
名
体
制
に
す
る
と

い
う
考
え
は
今
も
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

あ
く
ま
で
も
私
の
個

人
的
な
意
見
で
す
。
２
人
だ
と

１
人
不
在
時
の
対
応
が
難
し
い

こ
と
か
ら
３
人
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
院
長
と
も
話

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
、
病
院
に
繰
り
入
れ

た
金
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

町
長　

４
億
８
千
万
と
聞
い

て
い
ま
す
。

問　
（
繰
り
入
れ
が
）
４
億
８

千
万
円
で
、
医
師
を
も
う
１
人

増
や
し
て
３
人
に
し
た
い
、
小

児
科
も
在
宅
医
療
も
や
り
た

い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る

裏
付
け
の
財
源
は
ど
う
す
る
の

か
。
町
長
の
経
営
感
覚
は
ど
う

な
の
か
。

町
長　

医
師
３
名
体
制
と
い

う
の
は
私
の
思
い
で
あ
り
、
今

す
ぐ
と
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
で
の
落
ち
込
み

も
あ
っ
た
が
繰
り
入
れ
を
少
な

く
で
き
な
い
か
は
考
え
て
い
ま

す
。

問　

医
師
２
名
体
制
に
な
り
、

公
約
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
町
長
が
足
を
運
ん

で
医
師
を
招
聘
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
医
師
が
選
ん
で
く
れ
た

だ
け
。
そ
れ
で
も
公
約
は
自
分

で
達
成
し
た
と
い
う
の
で
す
か
。

町
長　

私
の
思
い
を
伝
え
た

こ
と
で
雄
武
町
を
選
ん
で
く
れ

た
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

問　

西
紋
で
の
透
析
の
関
係
は

ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

問　

無
利
子
の
就
学
貸
付
金

の
100
万
円
を
借
り
る
方
が
少
な

い
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
分
析

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
振
興
課
長
　

就
学
貸
付

は
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
全
世
帯
が
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
利
用
実
績
は
申
請
件
数

の
３
分
の
１
程
度
で
す
。

問　

所
得
が
多
い
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
数
字
を
ど
う
思

い
ま
す
か
。

町
長　

実
態
は
こ
の
件
数
か

と
思
い
ま
す
。
逆
に
言
う
と
所

得
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

問　

奨
学
金
を
受
け
る
の
に
子

ど
も
が
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
普
通

に
考
え
れ
ば
書
け
な
い
の
で
は
。

教
育
長　

こ
の
書
き
方
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
再
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

連
帯
保
証
人
を
取
る
の
は

全
く
使
い
づ
ら
い
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

銀
行
で
も
連
帯
保
証

人
は
取
ら
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
の
で
、
そ
の
辺
の
見
直
し

も
今
後
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
長　

制
度
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
取
り
入
れ
て
改
良
し
て

い
き
た
い
。

町
長
選
挙
公
約
で
あ
る

医
師
体
制
に
つ
い
て

雄
武
高
等
学
校
卒
業
生

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

町
長　

私
の
知
る
範
囲
で
は

曽
我
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
か
記
憶
が

な
い
で
す
。

問　

広
域
紋
別
病
院
が
出
て
こ

な
い
の
は
認
識
不
足
で
す
。
現

在
、
西
紋
で
は
透
析
の
予
備
軍

が
多
く
な
っ
て
い
て
、
国
保
病

院
が
透
析
を
や
ら
な
け
れ
ば

大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我

が
町
で
透
析
を
や
っ
て
い
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
町
長

の
掲
げ
る
病
院
改
革
と
い
う
の

は
、
お
題
目
は
良
い
が
根
っ
こ

の
部
分
を
見
て
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
大
事
に

し
て
病
院
運
営
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
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条

例

改

正

委
員
の
選
任

工
事
請
負
契
約
締
結

条

例

制

定

議審
果結

３ 月 定 例 会

●
雄
武
町
農
業
経
営
高
度
化
促
進

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

に
お
い
て
、
農
業
経
営
高
度
化
促

進
事
業
を
活
用
す
る
た
め
条
例
の

制
定
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

�

（
原
案
可
決
）

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
等
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
の
税

負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
。

●
雄
武
町
立
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

通
学
児
童
の
減
少
に
よ
り
、
学

校
運
営
が
困
難
と
判
断
し
豊
丘
小

学
校
を
廃
校
に
す
る
こ
と
と
し
た

た
め
。

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
事
業
の
健
全
運
営
と

保
険
料
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
。

●
雄
武
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
　

簡
易
水
道
事
業
お
よ
び
下
水

道
事
業
が
令
和
６
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
関

し
、
水
道
業
務
に
特
化
し
た
部
署

の
設
置
に
よ
り
、
移
行
準
備
及
び

移
行
後
の
効
果
的
、
効
率
的
な
業

務
体
制
を
構
築
す
る
た
め
課
設
置

条
例
を
一
部
改
正
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
伴
い
関
連
条
例
で
あ
る
雄

武
町
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一

部
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

●
雄
武
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

　

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
よ

る
建
設
水
道
課
の
分
割
に
伴
い
、

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
。

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

●
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
率
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
も
の
。

●
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

本
町
の
し
尿
等
に
つ
い
て
、
雄

武
浄
化
セ
ン
タ
ー
し
尿
受
け
入
れ

施
設
で
処
理
を
行
う
た
め
。

●
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

公
共
下
水
道
計
画
の
計
画
人
口

変
更
に
伴
う
も
の
。

●
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

町
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
の
対

象
者
を
拡
大
す
る
た
め
。

�

（
以
上
、
原
案
可
決
）

●
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

委
員

　

佐�

藤　

明�

美　

氏

　

(

訓
子
府
町)

　

任　

期　

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

�

（
原
案
同
意
）

●
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
設

備
改
築
更
新
工
事

契
約
金
額

　

５
２
２
５
万
円

契
約
の
相
手
方

天
内
・
浜
口
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
（
北
見
市
）

代
表
者　

天
内
工
業
㈱

代
表
取
締
役　

伊
藤　

嘉
高

�

（
原
案
可
決
）

●
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
し
尿
受
入

施
設
建
設
工
事
（
機
械
・
電
気
）

請
負
契
約
の
変
更

変
更
前　

４
億
２
２
２
９
万
円

変
更
後　

４
億
２
４
２
５
万
９
千

円契
約
の
相
手
方

　

天
内
工
業
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤�

嘉
高

　

既
存
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
消

毒
器
移
設
及
び
脱
臭
管
排
気
用
防

雪
フ
ー
ド
追
加
に
伴
い
、
設
計
変

更
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
原

契
約
金
額
を
増
額
す
る
。

�

（
原
案
可
決
）

工
事
請
負
契
約
変
更

（
専
決
処
分
）
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Ｑ嶋村　補正予算に減額が目立つ。コロナで出
張等がなくなっていると思うが、不用額は全体
でどれくらいになるのか。
Ａ財務企画課長　コロナに関する３月補正分だ
けで７千万円程度。ただし通常不用額を含む。
コロナで拡大したのかと言われると事業ごとの
線引きは難しい。

Ｑ嶋村　町有林素材売払収入は例年 500 万円
前後の売払収入があったが、今年度は 350 万
円減額となっている。この減額理由は。
Ａ産業振興課長　間伐事業、更新伐事業により
伐採した木を売るが、一般材になる木が無く、
全てがパルプ材になったことが原因。

Ｑ溝田　公用車購入契約解除違約金の内容は。
Ａ建設水道課長　令和元年度に公用車の納入予
定があったが、契約していた会社が破産したこ
とによる違約金が発生したため。

Ｑ栁原　保健福祉課も職員の人数が多く、特別
会計も扱っている。この機会に保健福祉課も再
編する考えはないのか。
Ａ総務課長　保健福祉課は３つの係での連携が
必要であるとの所管の考えがある。また新型コ
ロナウイルス感染症対策もあり、現状ではベス
トではないがベターと考える。

Ｑ福原　現在、ごみ処理は町単独で行っており、
広域への繋がりがない。西紋別地区広域ごみ処

理センターへのごみ一部搬出はどこまで話が進
んでいるのか。
Ａ住民生活課長　令和４年度から一部搬入を目
指している。令和3年度中に詳細なシミュレー
ションを示したうえ、理解が得られれば具体的
な協議に入る。
Ｑ嶋村　自治会運営に対する新たな補助はある
のか。また小さな自治会を行政主導で再編する
必要があるのではないか。
Ａ町長　防災組織としての機能やごみ分別など
を自治会にお願いしたい。再編については難し
いと考える。
Ｑ栁原　子ども支援拠点、どの部署が担当する
のか。
Ａ保健福祉課長補佐　要保護児童地域対策協議
会の事務局機能を任う部署であり、虐待の防止
を目的としている。保健福祉課社会福祉係が担
当する。
Ｑ佐藤　コミュニティスクールの記載が少な
い。沢木小学校がコミュニティに根差しており、
保護者の方々が熱い思いを持って、小学生の活
動を見守っている。そういった具体的なことを
盛り込んでいけないのか。
Ａ教育長　地域住民と保護者が当事者意識を持
たなければ上手くいかないし、変わっていかな
い。中身は学校と保護者や地域住民が自ら考え
るものとした。意識改革を中心にやっていこう
ということがあるので、具体的な記載は入れら
れなかった。意識改革には時間がかかると思わ
れる。
Ｑ溝田　携帯電話の通信網整備について、国に
強く要望するべきでは。
Ａ総務課長　人が住んでいるエリアは全てカ
バーしているが、住んでいないところは未整備
地区がある。国や道に粘り強く求めていく。

補正予算の減額について

一般会計補正予算について

簡易水道事業特別会計補正予算について

課設置条例の一部改正について

町行政執行方針・教育行政執行方針について

質 疑 応 答

●
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の

一
部
変
更

　

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

（
幌
内
辺
地
）
に
つ
い
て
、
新
た

な
事
業
の
追
加
等
が
必
要
と
な

り
、
北
海
道
知
事
と
の
事
前
協
議

が
整
っ
た
た
め
。

�

（
原
案
可
決
）

●
若
草
通
り
の
終
点
変
更

　

新
図
書
館
の
建
設
に
伴
い
、
若

草
通
り
（
字
雄
武
１
０
３
１
番
地

の
17
～
）
に
お
け
る
終
点
の
変
更

が
生
じ
た
た
め
。

�

（
原
案
可
決
）

計
画
の
一
部
変
更

町
道
の
終
点
変
更
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一般会計（第11号）
　※専決処分
65億6178万円（380万8千円追加）
【主な内容】
◇衛生費　380万8千円増
　・新型コロナウイルスワクチン接種会場用等備
　　品購入費の増ほか

一般会計（第12号）
【主な内容】
65億2229万3千円（3948万7千円減額）
◇議会費　64万8千円減
　・費用弁償の減ほか
◇総務費　1475万2千円減
　・オホーツク紋別空港利用促進助成金の減ほか
◇民生費　1234万5千円増
　・介護老人保健施設事業特別会計繰出金の増ほ
　　か
◇衛生費　1287万5千円増
　・国民健康保険病院事業会計繰出金（医療従事
者用住宅整備事業分）の増ほか
◇労働費　95万6千円増
　・冬期就労対策除排雪委託料の増ほか
◇農林水産業費　2545万4千円減
　・国営緊急農地再編整備事業雄武丘陵地区換地
業務委託料の減ほか
◇商工費　225万5千円減
　・新型コロナウイルス感染症対策経営支援補助
　　金の減ほか
◇土木費　1603万4千円減
　・公共下水道事業特別会計繰出金の減ほか
◇消防費　1068万7千円減
　・紋別地区消防組合負担金単独分の減ほか
◇教育費　604万8千円増
　・町民センター施設改修工事(繰越明許分)の増
　　ほか
◇公債費　443万7千円減
　・長期債償還利子の減ほか

国民健康保険事業特別会計（第４号）
6億3846万5千円（6834万円減額）
【主な内容】
一般被保険者療養給付費の減ほか

簡易水道事業特別会計（第２号）
3億7227万3千円（866万4千円減額）
【主な内容】
浄水場機械設備更新整備工事の減ほか

公共下水道事業特別会計（第３号）
8億6780万9千円（493万5千円減額）
【主な内容】
し尿受入施設建設工事の減ほか

介護保険事業特別会計（第５号）
5億3166万5千円（437万円追加）
【主な内容】
特定入所者介護サービス費の増ほか

介護サービス事業特別会計（第２号）
8613万1千円（65万1千円減額）
【主な内容】
特別養護老人ホーム（ユニット棟）冷房設備工事
の減ほか

後期高齢者医療事業特別会計（第２号）
7541万9千円（167万4千円追加）
【主な内容】
保険料等負担金(保険料その他納付金分)の増ほか

介護老人保健施設事業特別会計（第３号）
1億3510万8千円（754万円減額）
【主な内容】
会計年度任用職員給の減ほか

国民健康保険病院事業会計（第４号）
《収益的支出》7億1805万8千円（810万円追加）
【主な内容】
代務医師負担金の増ほか

《資本的支出》1億3160万8千円（4510万円追加）
【主な内容】
医療従事者用住宅整備工事

令和２年度

補 正 予 算
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町長の国保病院にかか　る答弁について

雄武町議会広報「議会だより」の編集方針について
　「議会だより」は年４回発行されています。編
集は議会広報特別委員会が行っており、溝田委員
長を中心に佐藤副委員長、遠藤、栁原各議員が担
当しています。2019 年からこの４人で編集して
いますが、各号ができあがるまでに３回程度広報
委員会を開き、「てにをは」や句読点まで気を配っ
て編集しています。情報提供にあたっては、公正
中立な立場を堅持するのはもちろんですが、その
内容はすべて議事録におさめられたことに基づ
いて書かれています。現在制定を目指している

「雄武町議会基本条例」の冒頭にはこう書かれて
います。
―　雄武町議会は、二元代表制の一方の機関と
して町民の意思を町政に的確に反映させ、雄武町
としての最良の意思決定を導く責任を負ってい
ます　―　　
　言葉による行き違いは言葉によって誤りを正
していく、その姿勢を表したのが今回の特集であ
ることを申し添えます。

経緯７

結論

町長：（議会の冒頭で発言があり）行政報告の前
に先の 12 月議会定例会における答弁内容につい
て補足説明させていただきます。12 月議会定例
会において「月に１度、月に１回程度、国保病
院の事務長と会っている」と答弁いたしました
が、院長には町長就任時に１度お会いしただけ
で、その後お会いしていないのは事実でありま
す。今後は病院長をはじめ、医師と疎通を図り
ながら病院運営に努めてまいりたいと考えてお
ります。

この内容は 12 月定例会での答弁への補足説明で
あり、議事録訂正ではなく、ただの釈明だった
ため、全議員から異議が起こり、質疑が中断さ
れました。

同日午後からの質疑再開後、町長が発言の訂正
を行いました。

町長：12 月の議会の関係で、国保病院の事務長
に月 1度程度会っているという答弁をしました
が、あたかも病院長に会っているという、非常
に誤解を招くような発言をしてしまったことは、
病院長をはじめ議員の皆さんに、多大な迷惑を
かけたことを深く反省をしお詫びをするところ
でございます。なお先ほどの質問にありました
「月１回程度会っている」ということに対しまし
ては、私の過大な答弁であったと深く反省をし、
訂正をいたしたいと思います。

以上、町長の発言をもって、昨年 12 月定例会で
の発言は訂正されたことを町民の皆さまにお知
らせいたします。
� 雄武町議会広報特別委員会委員長　�溝田�昌志
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特集

町長の国保病院にかか　る答弁について
３月10日から19日まで雄武町議会３月定例会が行われました。３月11日
の北海道新聞の記事にもありました、昨年12月定例会で石井町長が「（町
国保）病院へは月1回程度顔を出し、事務長と相談を行なっている」とし
た答弁を訂正したことについて、詳細を町民の皆さまへご報告いたします。

12 月定例会の行政報告への長野議員の質問に対
し、町長が「月１回ぐらいは必ず（国保病院）
事務長と相談しながら病院には行っている」と
いう答弁をしました。その内容が令和 3年雄武
町議会だより 2月号（P３）に掲載されました。

それに対し、2月初旬、雄武町国保病院の桂巻
病院長より議会宛てに「月に 1回程度顔を出し、
事務長と相談を行っている」という答弁は事実
ではないのではないか、との指摘を受けました。
事実を確認し、町民の皆さまの誤解を招かない
よう、訂正する部分があれば訂正してほしいと
の要望がありました。

病院長からの要請を受け、議員間で話し合いが
持たれ、どう対処すべきか協議を重ねました。
また、橋詰議長と長野副議長が病院長との面談
を行い、病院長が事実確認を求めておられるこ

とを確認し、各議員に報告がありました。

議長が町長と面会し、病院長からの要請文書を
見せ、文書での回答を待つことになりました。
町からは２度文書での回答を受けましたが、両
方とも容認できる内容ではなかったため再度議
長が町長と面会しました。

その後、町長は議長同席の元、病院長と面談をし、
その席で病院長に対し今回の件を謝罪しました。
議長から議員に説明がありました。12 月定例会
での発言についても、町長が病院長に話した内
容で訂正を行うとのことでした。

3月定例会初日に町長が行った答弁内容につい
ての発言が次のとおりです。

経緯１

経緯２

経緯３

経緯４

経緯５

経緯６



 

編
集
あ
と
が
き

　

新
年
度
が
開
始
さ
れ
、
町
長
・
教
育
長

の
行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
皆

さ
ん
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
広
報
４
月

号
の
折
込
に
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

行
政
が
令
和
３
年
度
ど
の
よ
う
な
考
え

で
、
雄
武
町
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
熟
読
し
て
下
さ
い
。

　

さ
て
雄
武
町
議
会
は
、
昨
年
６
月
か
ら

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
町
民
の
皆
様
に
真
に
役
立
つ
議
会
に

な
る
べ
く
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
議
会

は
行
政
の
監
視
を
す
る
た
め
の
機
関
で
す

が
町
民
の
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

　

雄
武
町
の
た
め
に
議
員
一
同
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
『
雄
武
町
の
明
る
い
未

来
の
為
に
』
叱
咤
激
励
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

�

委
員　
　

栁�

原　

浩�

之
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会議 誌日【令和２年】12月

10~　
11日 第 8回定例会開催

18日 第 11回議会活性化調査特別委員会
開催

〃 総務文教常任委員会開催

22日 オホーツク町村議会議長会役員会
（網走市）出席、議長

【令和３年】１月

12 日 第 1回産業厚生常任委員会開催

13日 第 1回広報特別委員会開催

14日 第 1回議会活性化調査特別委員会開催

〃 第 1回総務文教常任委員会開催

20日 第 2回広報特別委員会開催

22日 第 2回総務文教常任委員会開催

26日 第 3回広報特別委員会開催

28日 第 2回議会活性化調査特別委員会開催

２月

12 日 第 3回議会活性化調査特別委員会開催

18日 議員協議会

25日 第 4回議会活性化調査特別委員会開催

〃 オホーツク町村議会議長会定期総会
（清里町）出席、議長

26日 全員協議会開催

３月

1 日 令和 2年度雄武高等学校卒業証書授与
式出席、副議長ほか 6名

2日 議員協議会開催

3日 第 2回産業厚生常任委員会開催

4日 議会運営委員会開催

議会を議会を傍聴して傍聴して
　　みませ　　みませんか？んか？
◎定例◎定例会会
３・６３・６・９・12 月　年４回・９・12 月　年４回

◎臨時◎臨時会会
適時開適時開催催

◎日程◎日程確認確認
新聞折新聞折込チラシ込チラシ
議会事議会事務局ホームページ務局ホームページ
事務局事務局に連絡に連絡

【雄武【雄武町議会事務局】町議会事務局】
　代表　代表 Tel: 0158(84)-2121Tel: 0158(84)-2121


